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本校は国立大学法人筑波大学の附属学校のーっとして、附属学校の中期目標として掲げられた「先導的教育拠点j

「教師教育拠点Jf国際教育拠点Jの3つをキーワードとして、種々の取り組みを行っております。|市属学校として

の大学との連携強化の継続はもちろんのこと、本校OBや筑波大学教員による社会貢献フ。ロジェクト「筑!狗アカデ

メイアJも2007年より継続して開催し、一般向けの講演会と本校生徒による地域小学生向けワークショップなどで、

地域貢献にも積極的に取り組んでまいりました。 2008年度に試行され、 2009年度より本実施となりました「教員免

許状更新講習Jにおいても、幅広い講座を開講するとともに、 fj3付属学校実践演習Jによる公開授業を毎年開催し、

受講者の方々から高い評価をいただいております。

また、本校は 2002年以来、スーパーサイエンスハイスクール (SSH) に指定されており、 2011年度をもって 10

年間の-IR切りを終了いたしましたが、 2012年度から「豊かな教養と探究心あふれるグローパル・サイエンテイス

ト(globalscientist)を育成する中高大続連携プログラムの研究開発Jと題した新たな SSH事業 (5年計画)を開始

いたしました。さらに、筑波大学の特別プロジェクトとして「トップリーダー育成のための教育の高度情報化事業

一図書・情報メディアの利用を進化させた高大連携と国際交流-Jも2012年度からの 3年計画でスタートしており

ます。

このように、様々な新しいプロジェクトにも取り組んでおりますが、教育機関として最も大切なことは日々の教

育活動の充実にあることは言うまでもありません。本論集は、本校における教育研究・教育英践の成果を教科月IJに

まとめたものです。 (SSH関係につきましては、5jiJ途作成しております SSHの報告書をご高覧いただければ幸いで

す。)

東日本大震災から 2年が経とうとしています。福島原発事故への対応を含め、遅々としか進んでいない「復興j

の現状を前に、未来へむけての教育のあり方について想いをめぐらせておられる方々も多いことと拝察します。こ

の論集に記載の内容が、関係各位の教育活動のご参考に少しでもなるならば幸いに存じます。

本校及び関係各位の教育実践のより一層の充実をはかるため、本論集への忌'障のないご意見、ご批判、ご提言を

賜りますようお原品、申し上げます。

2013年 3月

筑波大学附属駒場中・高等学校

校長星野 貴行
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